
 ハナエチゼンの籾水分は、急激な低下は見られませんが、今後の天候によっては急激な籾水分の低下が
 生じることも想定されます。
 収穫直前までこまめな間断通水を行い、水分計を用いて籾水分を確認し、適期に収穫しましょう。
また、大豆圃場も乾燥しています。畝間潅水を実施しましょう。
 地域での計画的・効率的な水利用に努めましょう

● ハナエチゼン成熟期予測（農試）

移植日 ４月３０日
出穂期 ７月１０日

成熟期予測 ８月１１日

出穂後の積算気温９１４℃（福井米技術対策資料）
福井地方気象台の福井市の観測値と平年値＋２℃で予測

＊今後の気象条件によって変動する
＊登熟の進み方には地域差がある
＊葉色が薄いところは成熟期が早まりやすい

【農業試験場の登熟状況・成熟期予測】

● 登熟状況 ４月３０日移植 ハナエチゼン
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令和８年８月７日

籾水分

29.3%
(8/6時点)

水分計

8月7日撮影

● 7月下旬の降雨後、無降雨が続いており、
大豆圃場は乾燥している。

ハナエチゼン圃場

ハナエチゼン 籾

栽培管理支援情報サービス
（SAKUMO）において
水ストレス指数を算出

（福井市内大豆圃場の例）

無降雨により
水ストレス状態
が再度発生
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